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総合的な学習の時間 学習指導案 

 
 令和６年１月３０日(火) 第５校時 

場所 ６年１組 ６年２組 ６年学習室 

    

１ 単元名 「ぼくのわたしのＳＤＧｓ 」～チーム青毛 “ＳＤＧｓプロジェクト”～ 

  小単元名「青毛ＳＤＧｓプロジェクト ～ver ２～」 

 

２ 単元の目標 

  「ＳＤＧｓ」の内容の探究をきっかけとし、世界各国で行われている「ＳＤＧｓ」の取

組が多方面から行われていることや日本を含む世界各国が努力していることに気付き、課

題の解決に向けて自分の考えをまとめ適切に表現するとともに、地域社会の一員や青毛小

学校の一員として、自分ができる「ＳＤＧｓ」の取組とは何かを探究し、生活や行動に生

かそうとする。 

 

３ 児童の実態 

省略 

 

４ 教材について 

 

 １ 単元計画の工夫 

  児童の探究活動の中で、必要なもの、こと、人を考え、自分達で自己選択、自己決定 

 を繰り返しながら課題を解決する過程を味わうことができるようにした。自己選択、自 

 己決定する際には、自らのめあてや学びを振り返ったり、他者の考えを参照したりする 

 等、自己調整する場を意図的に設けることでより良い学びになるようにした。 

また、人的・物的リソースにすぐにアクセスすることができるよう、情報を QR コード 

 で示し、活用することができるようにした。 

単元を通し、未来社会に自分がどう貢献できるのか考え、実行できる「未来のイノベー 

ター」を育成すると共に、「持続可能な社会の創り手」として、青毛小学校発信で行う「Ｓ

ＤＧｓ」を計画・実践・発信までできる姿を下級生に見せることができるようにする。 

 

 ２ 学習環境の工夫 

  自分達の課題解決に必要な情報を書籍や新聞、インターネット等だけでなく、児童自ら

専門家と連絡を取ることができるようにした。 

さらに、学校という学びの場を広く捉え、教室や学習室、パソコン室等、校舎全体が学

び舎(学びの場)であると捉え、自分達にとってふさわしい活動場所や学習環境を選択でき

るようにした。専門家から刺激をもらうことで、学習により一層没頭できるようにした。 

そして、単元の最後には、「目指せ、久喜市のインフルエンサー」と題し、SDGs の取組

を久喜市全体へ広めていく。 

 

 ３ 個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実（ICT の活用を通して） 

  児童が自ら学びを調整し、計画性をもって学習を進めることができるように、単元の流 

 れを提示する。自らの課題について単元での計画と実際の進捗状況など、その都度確認し 

 ながら学習進度を自分で調整できるようにした。単元計画、めあて、振り返りを 1 枚のス 
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 プレッドシートで書き溜めることで、「今日の活動」を明記し、「次回行うことや次回まで 

 に必要なこと」を自身と対話できるようにし、次回の学びへの意欲を高めることができる 

 ようにした。 

  また他者参照も積極的に取り入れ、自己の学びの世界だけでなく、他者の学びからもヒ 

 ントを得るなど、それぞれの学習活動が、協働的な学びを通して、より深まるようにした。 
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５ 単元で予想される活動の流れ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ＳＤＧｓ」という内容を踏まえたこれからの生活や未来への過ごし方について考えよう。 

課題の設定 

情報収集 

整理・分析 

まとめ・表現 

課題の設定 

整理・分析 

〇ＳＤＧｓについて知っていることを話合

おう。 

・テレビで「ＳＤＧｓ」について見たこと

がある。 ① ＳＤＧｓってなんだろうか？ 

② 青毛ＳＤＧｓプロジェクト 

③ 青毛ＳＤＧｓプロジェクト 

～ver 2～ 

〇ＳＤＧｓについて調べよう。 

・ＳＤＧｓの成り立ちについて 

調べてみたい。 

〇調べたことを整理しよう。 

・日本のＳＤＧｓ達成度が 

高いターゲットがあった。 

〇ＳＤＧｓ発表会をしよう。 

・ＳＤＧｓは世界で取り組むべき 

大きな課題となっているんだね。 

〇埼玉県のＳＤＧｓに対する 

アンケートを分析してみよう。 

・ＳＤＧｓの認知度が低いね。 

〇対象に向けて、ＳＤＧｓの取組を紹

介しよう。 

・実践した成果も交えて発表したい。 

〇調べたことから、「自分達にで

きること」を見つけ、実践しよ

う。 
・節水で水を流す時間を 

短くすることならできそう。 

・ＳＤＧｓについてのスタンプラ

リーを作ってみたい。 

〇自己の生き方に結びつけ、キャリ

アパスポートに記そう。 

課題の設定 

情報収集 
〇分析結果から課題を出してみよう。 

・ＳＤＧｓの取り組み方を知らせたい。 

整理・分析 

まとめ・表現 

課題の設定 

〇実践報告会を行う。 

・ポスターを掲示しているけれど、

SDGｓは広まってはいないね。 

〇前回の実践の振り返りをしよう。 

・SDGｓが本当に広まったの

か、成果がわからなかった

ね。 

情報収集 

整理・分析 

〇対象に分かれてＳＤＧｓの取組を考え

よう。 

・SDGｓガイドブックを作成して、図

書室に保管したいね。 

〇SDGｓプロジェクトを計画しよう。 

・成果が分かるように事前にイン

タビューしてみよう。 

・久喜市の SDGｓについて、実際

に教えてもらいたいね。 

 

まとめ・表現 

課題の設定 

情報収集 

整理・分析 

まとめ・表現 

④ 目指せ、久喜市のインフルエンサー！

～ＡＯＧＥＴＵＢＥＲへの道～ 

〇どんな内容を久喜市民に発信し

ようか考えよう。 

〇これまでの活動を振り返り、 

情報を集めよう。 

・簡単に始めることができる内容を 

 多く載せたいね。 

〇「ＳＤＧｓブース」で 

プレゼンテーションをしよう。 〇ＳＤＧｓ推進のため、 

魅力ある内容を厳選しよう。 

・実践した成果や効果を入れたいね。 

・推進する理由を明確にしたいね。 

・プレゼンテーション内容は、 

わかりやすいものにしたいね。 

課題の設定 
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６ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 「ＳＤＧｓ」の取組が世

界や日本で行われている

ことを知るとともに、そ

の取組を続けている人や

組織の存在、思いに気付

いている。 

② 「ＳＤＧｓ」に対して、

多面的な視点で自分達に

できる取組を選び、実践

している。 

③ 「ＳＤＧｓ」と自分達の

生活には関連があること

の理解は、「ＳＤＧｓ」を

探究的に学習してきたこ

との成果であると気付い

ている。 

① 「ＳＤＧｓ」について、

世界や日本の現状や身近

な生活から課題を設定

し、解決に向けた自分達

にできることを見通して

いる。 

② 「ＳＤＧｓ」の問題を解

決するために必要な情報

や手段を選択して収集し

ている。 

③ 「ＳＤＧｓ」の活動を進

めるために、事象を比較

したり関連付けたりし

て、理由や根拠を明らか

にし、具体的な活動を決

定している。 

④ 「ＳＤＧｓ」の達成に向

けた自分の考えを表現方

法の特徴や表現の目的に

合わせて分かりやすくま

とめ、表現している。 

 

① 「ＳＤＧｓ」に関心をも

ち、自分自身の生活を見

つめ直し、自分の意志で

探究的な学習に取り組も

うとしている。 

② 「ＳＤＧｓ」の探究活動

を通して得た知識や友達

の考えを生かしながら、

協働して課題の解決に向

けて取り組もうとしてい

る。 

③ 自分と「ＳＤＧｓ」との

つながりに気付き、探究

的な学習を基に「自分に

できることは何か」の視

点をもって活動し、自分

の思いや考えを振り返っ

て今後の自分について考

え、その行動を広めよう

としている。 

 

７ 単元の指導計画と評価計画（８５時間扱い） 
※「課題」：課題の設定 「情報」：情報の収集 「整理」：整理・分析 「表現」：まとめ・表現 

過程 〇学習活動 ・児童の思考 ・指導上の留意点  

〇評価（評価方法） 

資源の活用 

〇（人的リソース） 

■（物的リソース） 

※教科横断の視点 

 

 

 

課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇オリエンテーション（１） 

・単元のねらい、内容や計画を

確認する。 

〇「ＳＤＧｓ」について知って

いることを話合う。（１） 

・テレビで「ＳＤＧｓ」につい

て見たことがある。 

 

 

 

 

 

 

・単元の大きな流れについて講義

形式で提案する。 

 

・児童のこれまでの生活経験から

「ＳＤＧｓ」について知ってい

ることを出し合うようにする。 

〇思・表・判① 

（活動の様子・学習ポートフォリ

オ） 

■SDGsCONNECT 

「SDGs の世界の

取組」 

 

 

 

■国連広報センタ

ー「2030 アジェ

ンダ」 

 

 

 

 

小単元１ 

ＳＤＧｓってなんだろうか？（９） 



5 
 

 

課題 

 

 

 

 

 

 

 

情報 

 

 

 

 

 

 
 

整理 

 

 

 

 

 

 

 

 

表現 

 

〇「ＳＤＧｓ」について自分の

課題を決める。（１） 

・そもそも「ＳＤＧｓ」とは何

だろうか。 

・世界の「ＳＤＧｓ」事情はど

うなっているのだろうか。 

・自分たちにもできそうなこ

とはあるのかな。 

〇「ＳＤＧｓ」について調べ

る。（３） 

・本やインターネットで調べ

る。 

 

 

 

 

〇調べたことを整理する。

（２） 

・言葉やイラスト、写真を使っ 

て整理する。 

 

 

 

 

 

〇「ＳＤＧｓ発表会」をする。

（１） 

・日本の達成度にはよい点も

あれば、課題点もある。 

・国によって取組内容には違

いがあり、その国の文化に

合う取組を行っている。 

態②（活動の様子） 

・「ＳＤＧｓ」がどうしてできたの

か、「ＳＤＧｓ」が盛んな国のラ

ンキングを基にした国など、児

童の興味に任せ、納得いくまで

課題解決に臨めるようにする。 

〇思・表・判① 

（活動の様子・学習ポートフォリオ） 

 態①（活動の様子） 

・広く大きいテーマである「ＳＤＧ

ｓ」だからこそ、自分が関心の高

い内容を突き詰めて調べる活動

を行うよう声かけを行う。 

〇知・技①（活動の様子）態①（活

動の様子・学習ポートフォリオ） 

思・表・判②（活動の様子・Google 

スライド・学習ポートフォリオ） 

・調べたことの整理や表現は、

「Google スライド」を活用す

る。 
・「ＳＤＧｓ発表会」を行うことを伝

え、収集した資料の選定を行い、何

をどのように発表するのかを考え

ることができるようにする。 

〇思・表・判④（Google スライド） 

 
・クラス全体で共有して、世界で取

り組むべき課題であることを理

解し、次の活動の見通しをもつ

ことができるようにする。 

〇知・技③ 

（学習ポートフォリオ・動画記録） 

態③（学習ポートフォリオ・動画

記録） 

 

※国語科 

「情報と情報をつ

なげて伝えると

き」 

「私たちにできる

こと」 

 

 

 

課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇埼玉県の「ＳＤＧｓ」に対す

るアンケートを分析する。

（１） 

・自分達の住む埼玉県では、

「ＳＤＧｓ」の取組や認知

度はどうなっているのだろ

うか。 

 

 

 
・「ＳＤＧｓ」というテーマに対して、

より課題意識をもつことができる

ように、埼玉県で実施されたアンケ

ート結果を分析させ、課題設定へと

つなげる。 

〇思・表・判① 

（活動の様子・学習ポートフォリオ） 

 

■栗橋地区開拓の

市役所・企画政

策課 

 

 

■外務省 

「JAPANSDGs 

 ActionPlatform」 

 

小単元２ 

青毛ＳＤＧｓプロジェクト（２５） 
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整理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題 

 

 

 

 

 

 

 
 

情報 

 

 

 

 

 

 

整理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表現 

 

 

表現 

 

 

 

 

〇アンケート結果を分析した

結果から課題を見つけよ

う。（１） 

・埼玉県での認知度は、低い状

況にある。 

・「ＳＤＧｓ」に対して、関心

が低い状況にある。 

・「ＳＤＧｓ」を取り組んでみ

たいけれど、取り組み方が

分からない人が多い。 

〇「ＳＤＧｓ」達成に向けて、

自分達にできることを見つ

ける。（１） 

・どんなことならＳＤＧｓの

達成につながるかな。 

 

 

 

 
〇「自分達にできる取組」を見

つける。（５） 

・節水につなげて、ろ過装置を

つくってみたいな。 

・ＳＤＧｓについて楽しみな

がら学べるように、スタン

プラリーを実施するよ。 

〇整理したことをまとめる。

（６） 

〇「自分達にできる取組」の実

践計画を立て、選択する。 

・来週の給食の時間に、放送で

スタンプラリーの実施を呼

びかけよう。 
・栄養士さんに給食の残食につ

いてインタビューしよう。 

 

〇「自分達にできる取組」の内

容を実践する。（７） 

 

〇「自分達にできる取り組み」

の実践報告会を、スライド

を活用して行う。（２） 

態①（活動の様子） 

 

・「ＳＤＧｓ」というテーマに対し

て、大人であっても課題が多い

現状を知った上で、自分達には

どのような取組ができるのかを

考えられるようにする。 

〇思・表・判① 

（活動の様子・学習ポートフォリ

オ） 

 

 

・埼玉県で実施されたアンケート

結果を受けて、「ＳＤＧｓ」の実

践が後々の「発信者」としての側

面ももつことを踏まえて、どん

な取組ができるのか課題意識を

もつことができるようにする。 

〇思・表・判① 

（活動の様子・学習ポートフォリ

オ） 

・実現したときの効果を意識しな

がら、取組内容の情報を集める。 

・国語科「私たちにできること」と

関連させ、実現したときの効果

を意識した提案文を作成しなが

ら進める。 

 
・取組の実践のために、期間の設定や

必要なものなどを考える。 

・何のために取組を行うのかを意

識させるとともに、目的に合わ

せて児童が主体的に計画できる

よう促す。 

〇知・技②（活動の様子） 

態② 

（活動の様子・学習ポートフォリオ） 

 

・安全に配慮し、計画に沿って実践

ができるよう促す。 

〇態②（活動の様子・動画記録） 

・取組内容や成果、課題などを自分

なりの方法でまとめることがで

きるようにする。 

 

 

 

■東京書籍 

「Edu Town SDGs」 

 

 

 

 

■STEAM ライブラ

リー「次世代都

市づくり」 

 

 

 

〇埼玉県総合教育

センター 企画

調整担当 

〇久喜市教育委員

会 企画政策課 

〇久喜市給食セン

ター 

※国語科 

「私たちにできる

こと」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※英語科 
「My Best Memory.」 

 



7 
 

 

 

表現 

 

 

 

〇「自分達にできる取組」の実

践を振り返り、スライドに

まとめる。（２） 

 

 

〇知・技③（学習ポートフォリオ） 

思・表・判④（Google スライド） 

・クラス全体で共有して、身近な生

活の中でも様々な取組を行うこ

とができることを知り、次の活

動の見通しをもてるようにす

る。 

〇知・技②（学習ポートフォリオ） 

態②（学習ポートフォリオ） 

 

 

 

 

 

課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題 

 

 

 

 

 

情報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇前回の「ＳＤＧｓ」の取組を

振り返ろう。（１） 

・ＳＤＧｓについて、ポスター

を掲示することで、情報を

発信することができた。 

・具体的な成果につながって

いるか課題が残った。 

 

 

 

 

〇テーマの副題「みんなで未

来を楽しく過ごすためにで

きることを話合おう」につ

いて考える。（１） 

・今から７年後までに達成を

目指すものだから、自分達

が成人した未来のことを考

えるんだね。 

〇ＳＤＧｓの取組の対象を見

つけよう。（１） 

・これまでの取組の続きをし

たいから、学校にするよ。 

・地域を対象にして、ＳＤＧｓ

の取組を発信したいな。 

〇対象に合うＳＤＧｓの取組

を見つけよう。（３） 

・食品ロス削減に取り組むた

めに、給食の残食を減らす

取組を考えたいね。 

・家庭で使っていないものや

不要なものをうまく活用し

 

 

 

・「ＳＤＧｓ」の達成に向けた取組

について、成果もあれば課題も

あるので、課題を減らすことが

できる洗練された取組を目指す

ことができるようにする。 

・最終的には、「ＳＤＧｓの発信者

になる」ということを確認し、目

的意識を色濃いものにする。 

〇思・表・判① 

（活動の様子・学習ポートフォリ

オ） 

・学習していることが、自分達の未

来にかかわる内容であることを

感じられるようにし、学習への

必要感をもつようにする。 

 

 

 

 

・「学校」、「家庭」、「地域」の３つ

の対象から選び、取組の方向性

を定められるようにする。 

・対象は活動の途中で変わっても

よいことを伝える。 

〇思・表・判① 

（活動の様子・学習ポートフォリ

オ） 

・学年合同の活動とし、３つの教室

を対象ごとに分けて活動を進め

る。 

・「Jambord」に個人で情報を集めな

がら、必要であれば、近くの人と

 

 

 

■久喜市ＳＤＧｓ

パートナーシッ

プ制度について 

 

 

 

 

 

 

 

■市内小・中学校

の実践 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇久喜市教育委員

会 企画政策課 

〇久喜市給食セン

ター 

 

 

〇株式会社セブン

イレブン―ジャ

小単元３ 

青毛ＳＤＧｓプロジェクト ～ver ２～（３５） 
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課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たいね。 

・地域の方と連携してＳＤＧ

ｓの情報をより広く発信で

きる方法を考えたいね。 

〇対象に合う自分達にできる

取組を決定しよう。（３） 

・家庭で不要になったものを

集めて、青毛小バザーを復

活させたいね。 

・節電や節水をしたいけれど、

データをどのように集めれ

ばよいかな。 

・家で読まなくなった本を回

収して、多くの人が本に触

れる機会を増やしたいな。 

 

〇グループで決まった取組を

企画しよう。（４） 

・自分達で作った地産地消の

サイトを久喜市のホームペ

ージにリンクを貼らせても

らうことはできないかな。 

・家庭で不要になった野菜を

集めて、腐葉土を作ってみ

たいな。 

・福祉について学んだ４年生

以上の学年に向けて手話理

解を深められる情報を届け

たいな。 

 

 

〇グループで決まった取組を

準備・計画しよう。（４） 

・そもそも、久喜市がＳＤＧｓ

についてどんな情報を求め

ているのかを知ることが必

要かもしれないね。 

・家庭でどれだけ不要な野菜

があるのかを調べれば、デ

ータが取れるね。 

 

 

 

 

情報を共有できるようにする。 

・考える手立てを「Jambord」に貼

り付けておき、適宜使用できる

ようにする。 

 

 

・対象ごとに３～４人のグループ

で活動し、探究を進めていく。 

・調べたことをまとめるときには、

考えるための技法（思考ツール）

を活用できるよう促す。 

 

 

 

〇思・表・判① 

（活動の様子・学習ポートフォリオ） 

・「To Do リスト」を全グループで

参照できるようにし、自分達に

必要なこと、もの、人を検討でき

るようにする。 

・教師は、「みんなはどうしたいの

か。」「みんなは何をしたいの

か。」を合言葉にし、自分達の課

題を自分達で解決できるように

する。 

・外部の方とのやり取りの前には、

事前の確認が必要であることを

伝え、自分達でむやみに連絡を

することがないよう指導する。 

〇思・表・判② 

（活動の様子・学習ポートフォリオ） 

・準備や計画の中で、児童が「知り

たい」と思ったときに、情報のア

イデアが出せるように、各グル

ープの方向性に合う外部の人的

リソースをあらかじめ調べてお

く。 

・外部の方とつながるときの連絡

の際には、失礼がないようにす

るためにはどうすればいかを、

国語で学習した見方・考え方を

働かせて考えることできるよう

促す。 

〇知・技②（学習ポートフォリオ） 

パン様の出前授

業 

 

 

〇青毛小学校 

ＰＴＡ 

〇矢野農園様 

〇久喜市ふれあい

センター 

〇ワールドプラス

ジム久喜青葉店

様 

 

 

 

 

※国語科 

「みんなで楽しく

過ごすために」 

〇久喜市教育委員

会 企画政策課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※国語科 

「話し言葉と書き

言葉」 

 

※算数科 

「データの活用」 

 （ＳＴＥＡＭ） 
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表現 

 

 

課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報 

 

 

 

 

 

 

整理 

 

 

 

 

表現 
（本時） 

 

 
表現 

 

 

 

 

〇グループで決まった取組を

実践しよう。（４） 

 

〇取組の実践からレベルアッ

プできるところを見つけよ

う。（１） 

・節電の取組をしたけれど、な

かなか数字上では、成果が

出ていないね。 

・つくって腐葉土の使い道を

考えたいな。 

・バザーで得た収益を何かに

使うことはできないかな。 

 

 

 

〇取組の企画をしよう。（２） 

・よりデータのわかりやすい

節電の方法を電力会社の方

からアドバイスをもらいた

いね。 

 

 

〇取組を準備・計画しよう。

（３） 

・待機電力ゼロになる取組を

全校で呼びかけて、期間限

定で行ってみよう。 

〇取組の実践をしよう。（５） 

 

 

 

〇「自分達にできる取組」の実

践を振り返り、スライドに

まとめる。（２） 

 

 
〇青毛小学校の下級生に向け

て、実践報告会を、「ＳＤＧ

ｓ集会」の中で、スライドを

活用して行う。（１） 

思・表・判③ 

（活動の様子・学習ポートフォリオ） 

・安全に配慮し、計画に沿って実践

ができるよう促す。 

〇態②（活動の様子・動画記録） 

・取組の課題となることや更なる

探究につなげることを見つけら

れるようにする。 

・自分達の取組の成果に根拠をも

たせることを意識させ、残る課

題を明確にできるように声をか

ける。 

・実践をして終わりではなく、更な

る探究課題を自分達でつくれる

ように支援する。 

思・表・判① 

（活動の様子・学習ポートフォリオ） 

 

・課題の解決のために必要なもの、

こと、人を自分達で考えさせ、自

分の課題を自分達で解決できる

よう促す。 

・データのまとめ方は、算数科や理

科で学んだ見方・考え方を活用

できるようにする。 

・よりデータにこだわりながら取

組が進められるようにする 

〇態② 

（活動の様子・学習ポートフォリオ） 

 

・安全に配慮し、計画に沿って実践

ができるよう促す。 

〇態②（活動の様子・動画記録） 

 

・相手意識をもちながら、活動のま

とめができるようにする。 

〇知・技③（学習ポートフォリオ） 

思・表・判④ 

（Google スライド・動画記録） 

・青毛小学校全体で共有して、身近

な生活の中でも様々な取組を行

うことができることを知り、次

の活動の見通しをもてるように

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※算数科 

「データの活用」 

（ＳＴＥＡＭ） 

 

 

※理科 

「電気と私たちの

生活」 

（ＳＴＥＡМ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■NHK for school 

「プレゼンテーシ

ョンを作る」 
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〇知・技②（学習ポートフォリオ） 

態②（学習ポートフォリオ） 

 

 

 

課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報 

 

 

 

 

 

 

 

 

整理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表現 

 

 

 

 

〇久喜市民に発信する「ＳＤ

Ｇｓ」について考える。（１） 

・自分達が取り組んできた節

電を、久喜市全体で取り組

んだら、どんな成果があげ

られるのかな。 

・家庭と協力した取組を発信

して、児童館のイベントの

１つとして提案してみたい

ね。 

 

 

 

〇これまでの活動から、久喜

市民へと発信する内容を選

択する。（３） 

・家族連れの人が多いはずだ

から、お家の人向けの情報

を入れたいね。 

・家庭でもできる内容を中心

にしてまとめてみたいな。 

 

〇久喜市民に向けてのＰＲ報

告会の準備をする。（６） 

・サイトのアクセス数やフォ

ームでもらった意見も載せ

ると見た人も納得してもら

えるかもしれないね。 

・実際に取り組んでもらった

下級生にインタビューをし

てみるのはどうかな。 

・データを取り組む前と後で

変化のあるグラフで表せる

と、説得力があるね。 

・青毛小学校全員で取り組ん

だ成果を「数値」を使ってア

ピールしよう。 

〇みんなでできる「ＳＤＧｓ」

の取組の紹介のクラス内リ

 

 

 

・自分達にも身近な動画資料とプ

レゼンテーション資料を駆使し

ながら、取組の提案ができるよ

うなものになるよう促す。 

・発信する対象を明確にすること

で、これまでの活動内容を精選

して紹介できるように、どんな

取組をどのように伝えるのかを

考えることができるようにす

る。 

〇思・表・判③（活動の様子・学習

ポートフォリオ） 

 態②（活動の様子） 

・「ＳＤＧｓ」について発信する対

象が久喜市民という広い範囲の

ため、「こんな人に届けたい」と

いう思いをもちながら、発信内

容を選択できるようにする。 

〇思・表・判③（活動の様子・学習

ポートフォリオ） 
 
 

・どのように発信すれば、説得力が

あるのか、「ＳＤＧｓ」を知って

もらって取組を行ってくれるの

かなど、相手意識を常にもたせ

ながら、ＰＲ報告の準備を行う。 

・ＰＲ報告の中にアンケートやフ

ォームのＱＲコードを入れるこ

とで発信のフィードバックがも

らえることも気付かせながら、

成果が自分達の手元に帰ってく

るよう工夫を行う。 

〇知・技②（学習ポートフォリオ） 

態②（活動の様子） 

 
 

・本番を想定したリハーサルがで

きるように、批判的な視点をも

■久喜市の 

SDGｓ発表会 

 

 

 

 

 

■NHK for school 

「動画で伝える

技（１）動画作

りに挑戦！」 

 

 

 

 

 

※理科 

「人と環境」 

（ＳＴＥＡＭ） 

※国語科 

「今、私は、ぼく

は」 

 

 

 

※社会科 

「世界の未来と

日本の役割」 

 

 

 

■SMILE TECH 

ホームページ 

 

 

 

 

 

（ＳＴＥＡＭ） 

 

 

小単元４ 

目指せ、久喜市のインフルエンサー！～ＡＯＧＥＴＵＢＥＲへの道～（１６） 
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表現 

ハーサル会をする。（２） 

 

 

 

〇「ぼくの わたしのＳＤＧ

ｓ」プレゼンテーションを

する。 

 （２） 

 

つことの重要性も伝え、よりよ

いものになるよう行う。 

〇態②（活動の様子・学習ポートフ

ォリオ・スクラッチ） 

・ＰＲ報告の様子を撮影し、ほかの

学級がＩＣＴを活用して閲覧で

きるようにする。 

〇知・技③（学習ポートフォリオ） 

思・表・判④（活動の様子・学習

ポートフォリオ・Google スライ

ド・動画記録） 

 態③（活動の様子・学習ポートフ

ォリオ） 

・学習の成果を生かしながら、「Ｓ

ＤＧｓ」という内容を踏まえた

これからの生活や未来への過ご

し方について広く市内外への発

信をする。 

〇知・技③（学習ポートフォリオ） 

思・表・判④（活動の様子・学習

ポートフォリオ・Google スライ

ド・動画記録） 

 態③（活動の様子・学習ポートフ

ォリオ）  

 

 

 

 

■SDGsCONNECT 

「SDGs の世界の

取り組み」 

 

 

 

 

 

課題 〇学習の成果を生かしなが

ら、「ＳＤＧｓ」という内容

を踏まえたこれからの生活

や未来への過ごし方につい

て自分の人生や将来につい

て考えよう。（２） 

 

・「ＳＤＧｓ」という大きな達

成目標に対して、自分がで

きることや考えたことをキ

ャリアパスポートに記し、

表明する。 

・単元を通して学習してきたこと

を想起しながら、学んだこと、考

えたことを書けるようにする。 

・改めて、自分の未来に大きくかか

わっている学習内容であること

を意識づける。 

〇知・技③（学習ポートフォリオ） 

 態③（学習ポートフォリオ） 
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８ 本時の学習指導（本時６７/８５時） 

（１）目標 

   「ＳＤＧｓ」の探究活動を通して得た知識や友達の考えを生かしながら、協働して

課題の解決に向けて取り組もうとしている。  

 

（２）展開 

学習活動  ・ 指導上の留意点 〇評価（評価方法） 時

間 

１ 前時の確認をする。 

 

 

 

 

２ 本時の流れを確認する。 

 

 

 

 

３ 各グループで活動計画に沿って、活動を

進める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・テーマの副題「みんなで未来を楽しく過ごす

ためにできることを話合おう」を掲示して視

覚的に強調し、何のために活動を行っている

のかを全員に意識づけるようにする。 

・前時の振り返りシートを確認する。 

・グループごとに、「今日やること」をホワイ

トボード上で確認する。 

 

 

 

・児童の活動場所を担任が分担して支援した

り、「Winbird」機能を活用したりして、児童

の活動の状況を確認する。 

・活動の終了時間を掲示しておく。 

・教師は児童自身が自己決定をしながら学び

を進めることができるよう、支援する。 

・教師は、児童が必要とするリソースについ

て、適切に導くことができるようにする。 

・専門家のアドバイスを求める際には、手順書

を確認できるようにする。 
・オンラインで専門家から話を聴く場合には、パソ

コン室や図書室を活用できるようにする。 

・グループや対象の垣根を超えた情報のやり

取りも大いに認め、多くの視点から活動が行

えるようにする。 

・自分の役割が分からず、活動に取り組むこと

が出来ない児童に対しては、グループの課題

を一緒に確認したり、グループの仲間と今日

の活動内容を確認したりすることを通して、

活動できるよう促す。 

・活動が楽しさ重視になってしまっている児

童には、めあてに立ち返るよう声掛けする。 

〇「ＳＤＧｓ」の探究活動を通して得た知識

や友達の考えを生かしながら、協働して課

題の解決に向けて取り組もうとしている。 

（活動の様子・学習ポートフォリオ） 

１ 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○課  『ＢＥＳＴプロジェクト』を前進させよう。 

【６－１教室】地域チーム 

１班：青葉グラウンドポイ捨て０企画 

２班：青毛地区ごみ拾い企画 

３班：食品ロス削減計画 

４班：自作米ストローで食品ロス削減企画 

５班：久喜市の地産地消を推進 

６班：京都市を例に、CO2「０」チャレンジ 

７班：ジムと連携した健康推進企画 

【６－２教室】学校チーム 

１班：読まなくなった本の新たな使い道  

２班：青毛小にある神輿の復活企画 

３班：青毛小エコキャップリサイクル 

４班：青毛節電・節水企画  

５班：給食の食品ロス削減企画  

６班：給食の食品ロス削減企画 

【６年学習室】家庭チーム 

１班：青毛バザーの復活（マイバッグ販売）  

２班：太陽光で生活を豊かに企画  

３班：食べない野菜で肥料をつくる。  

４班：青毛バザーの復活（マイバッグ販売） 

３７ 
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４ 本時の振り返りをする。 

 

 

 
 

 
・スプレッドシート上に、本時の活動について

振り返るとともに、次時の活動について考え

る。 

・今日の振り返りをもとに、次時について期待

感をもって終えることができるよう声掛け

する。 

 

 

 

 
 

５ 

 

９ 板書計画（６－１、６－２、６年学習室の各教室ともに設置） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈電子黒板 児童の振り返り〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 
 

 

 

 

ぼくのわたしのＳＤＧｓ ～みんなで未来を楽しく過ごすためにできることを話合おう～ 

○課  『ＢＥＳＴプロジェクト』を前進させよう。 

単元をつらぬくめあて  

「ＳＤＧｓ」という内容を踏まえたこれからの生活や未来への過ごし方について考えよう。 

【パソコン室】 

オンライン会場 
【図書室】 

オンライン会場 

 

 

 

 

                 
 

 

 

 

（ 班） 

グループの

活動内容 

（ 班） 

グループの

活動内容 

（ 班） 

グループの

活動内容 

（ 班） 

グループの

活動内容 

（ 班） 

グループの

活動内容 

（ 班） 

グループの

活動内容 

（ 班） 

グループの

活動内容 
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１０ 児童が連携している専門家 

グループ 児童の考え 専門家 

地域４班 米ストローの作成 株式会社もち吉 

地域５班 久喜市の地産地消の推進 矢野農園 

地域７班 健康推進企画 ワールドジム＋青葉店 

学校１班 読まなくなった本の新たな使い道 青毛小図書ボランティア 

学校３班 ペットボトルキャップのリサイクル推進 ・株式会社セブンイレブン

ジャパン 

・アルファジャパン 

学校５班 給食の食品ロスの削減 久喜市立学校給食センター 

学校６班 

家庭１班 青毛バザーの復活（マイバッグ販売） マルエツ 久喜店 

青毛小学校ＰＴＡ 家庭４班 

 

 
１１ ワークシート（スプレッドシート上に集約） 

①学級集計用ページ                  ②自己評価の尺度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③振り返りシート 


